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1　 目　 的

　理 工 系 の 1 年次学生 化学実験に お け る授業
改善 の

一
環 と して の 取組み で ある 。

　ア トラ ク シ ョ ン は 、モ チ ベ ーシ ョ ン の 向上 と

視野 の 拡大 を 目的 と し て 、授業時間 中の 「脱線」

を意識的に行 うもの で ある。あ らか じめ 、 デザ

イ ン し 、
コ ン テ ン ツ を作成 し て ある点 と意識的

な実施 とい う点で 、
「脱線」 とは根本的 に異な

る。

　本発 表では 、大 学 1 年次学生実験で ある電気

通信大学 の 全学共通必修科 目の 基礎科学実験 B
（化学実験）にお い て 、ア トラ ク シ ョ ン を実施

した結果 を以 下 にま とめ る 。

　 表 1　 2012 年度　ア ン ケート結果 （抜粋）
設問 1 スペ クトル （本 日の テ

ー
マ ）につ い て、どの ように感じていま すか 。

難 しい

201

やや難しい

211

普通

251

やや易しい

39

易しい

9

設問2 ア トラクション（「は や ぶ さ」）につ いて の 感想に つ い て

興味深 い

や や 興味深

　 　 い 普 通

あまり面 白

　 くない

全 く面 白 く

　 な い

67 115 470 34 21

設問3 ア トラクション は必要ですか ？　に の 設 問 は 、3択）

必 要

314

わか らな い

338

不 必 要

57

無回答

7

合計

716

2　 方　法

　先端科学の トピ ッ ク ス
ω

は 、モ チ ベ ーシ ョ ン

の 維持向上 に役立 つ ばか りで な く、講義 にお け

る集 中力 の 持続 に も寄与 し て い る と考 えられ

る 。 筆者は 、電通大 の 全学部 1年生必修 の 化学
実験授業 ・科 目名 「基礎科学実験 B」

（2 ）
で、放

射 光な ど の 先端科学 の トピ ッ ク ス を紹介 し て

き た 。 トピ ッ ク ス をア トラ ク シ ョ ン と して 、楽
し い 雰囲気 を出すよ うに し た 。

　今回 は、新設 され た テ ー
マ 「可視吸収 ス ペ ク

トル と分子 軌道法」の 実験開始前 の 説明講義約
60 分の 内 の 数分で、放射光に 関す る トピ ッ ク

ス をア トラク シ ョ ン として紹 介 した。「はやぶ

さ」 と関係の 深い もの へ の 質問 （回答選択肢 ；

東北新幹線、ブル
ー

ト レイ ン、隼 、猛禽類 、小

惑星イ トカ ワ 、微粒 子、惑星探査機）を切 口 と

して 、惑星探査機 「はやぶ さ」 の 微粒子 の 分析
例 と して 、はやぶ さ微粒 子 分析 プ ロ ジ ェ ク ト
（3）

の URL を示 した。 こ の よ うな微粒子 の 分析
は 、X 線 ス ペ ク トル の 応用で ある こ とや放射光

関係 の参考文献 も紹介 した。

3 　結　果

　ア ン ケー トを実施す る こ とに よ り、ア トラク

シ ョ ン の効果 を評価 した 。 初年度 20工2 年度 の

ア ン ケ
ー

ト結果は 表 1 の とお りで あ る。

自由記 述 欄 （例 ）

授業の 息抜 きに な り、良か っ た。

もっ と時間をとっ て、詳しく説明 して ほ しい 。

実験 内 容の 理解が 深まっ た。

※設 問 1、2 の 無 回 答数 は、そ れぞれ 、5 、9で あ る。
受講 学生 数 は、通 年で 716 人で あ る。

※2013 年 度 前 期 の ア ン ケート結果 も発 表 す る予定 で あ る。

4　考　察

　表 1 の 結果 、 概ね好評で ある こ とがわ か る。
設問 3 にある よ うに、わ か らない とい う回答の

多さは、「考える こ と」、「自分で 判断す る こ と」

の 欠如 の反映 と思われ る。ま た 、ア トラク シ ョ

ン を不要 とした回答 も 1 割弱ある の で 、 出来 る

だ け減少 させ る こ とは、今後の 課題で あ る 。
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